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Alexandro Valignano (1539-1606)の報告によれば、1601年当時のキリシタンは約 30万人(2)
であり、1614年の時点での受洗者数は約 37万人(3)を数える。さらに最終的な受洗者数は延べ
約 76 万人(4)とも推定されるこのおよそ 100 年間を、イギリスの東洋学者ボクサー Charles 






























  A.ゴア・マラッカ発信 
     a.イエズス会士一般宛 
    b.イエズス会士個人宛 
  B.マカオ発信（1593～1594年） 
     a.イエズス会総長宛、他 
    C.日本発信 
     a.国外イエズス会士宛（1563～1578年） 
     b.インド、シナ、ヨーロッパの同僚個人宛（1564～1578年） 
     c.日本国内（1565～1581年） 
       －布教長コスメ・デ・トルレス宛、副管区長フランシスコ・カブラル宛、他 
     d.インド管区長宛（1568～1572年） 
     e.巡察師ヴァリニャーノ宛（1577～1586年） 
     f.イエズス会総長宛（1566～1597年）        
 























































































































ジのフランチェスコ Francisco d' Assisi (1181/82-1226) の霊性再興を目指した“Fratres 
Communis Vitae”（＝共住生活修士会）の創設者フローテ Gerard Groote（1340-84）や彼の



































































































































































































大きな影響を及ぼした。それは彼が、ゼルボルト Gerard va Zutphen Zerbolt（1367-98）の
『霊的な上昇について』De spiritualibus ascensionibus  や、シスネーロス  Garcia de 
Cisneros（1455-1510）の『心霊修行』Ejercitario de la vida spiritual を学び、それらの思考
























































































































を勧めおこさせ給ふ御与へなり。(75)」      
 
また、「てよろがれすのびるつうです Theologales Virtudes」即ち「神学的徳」が、「ばんじに











たわけであるが、こういった思潮においては、ドミニコ会士エックハルト Meister Eckhart や














































れた年報は 1626年までの延べ 135通である。 
(10) Cartas que os Padres e Irmãos da Companhia de Iesus escriverão dos Reynos de Iapão & China. 
(Evora 1598), Vol.Ⅱ, fol. 432. 邦訳は、チースリク「イエズス会年報の成立と評価」（『東方学』49、
1975、5頁）に依拠。 
(11) 「日本イエズス会の通信について－その発送システムと印刷－」、161頁。 













『カトリック教理綱要』（Compendium catholicae veritatis, 1594）のなかで「子孫が真のキリスト
教徒となるためであっても、彼らを強制することは行われるべきではない」と禁じていたこともあり、
真正なキリシタンと見なす対象を成人に限定していた。 
(17) ジランは日本イエズス会年報を 13 年間執筆しており、その他にも多くの報告書や書翰を書き残して
いる。「一向宗」についての報告が最も多いのもこのジランである。 
(18) ジェルソン Joannes Gerson （1363－1429）＝フランスの神秘神学者。15、6 世紀のヨーロッパで
は『イミタティオ・クリスティ』の編者であると考えられていたため、「ジェルソンの書」とは『イ
ミタティオ・クリスティ』を指す。 
(19) 『ぎやどぺかどる Guia do Pecador 』＝ドミニコ会士ルイス・デ・グラナーダによって書かれたキ
リシタン版の一つ（1599 年長崎コレジヨ刊）。原題の意味は「罪人の導き」。アウグスティヌスらの
著作からの引用も多く当時のカトリック思想界における代表的著作であった。 
(20) British Museum. Additional Mss. 9860, f.11, 113 : Tresllado de huma carta de novas de Japão de 
16 de  Setembro de 94 do Padre Francisco Passio.：1594年 9月 16日付、フランチェスコ・パジオ
書翰。邦訳は『キリシタン研究』37、233頁、に依拠。 
(21) 長崎県中央部の城下町とその周辺を指す地名。キリシタン世紀において最も多くの信徒を輩出した。 
(22) 1595年から 1597年までキリシタン学校の一つであるセミナリヨがあったことで知られる。 
(23)Cas. Ms. 2271. : Regulae Confraternitatis Societatis Jesu. Ordinatae per R. P. M. de Couros 1621, 
Scriptae per P. Jacobum Antonio S. J. pro Congregatione (Confraternitate) B. M. V. Vonoqui. 
(24) Jap. Sin. 59, 165－72v : Da confraria de Nossa Senhora da Assunsão na christandade de Japão.























(35) Jap.Sin. 45 Ⅱ, 1-14v, f.9 : Outra do Padre João Francisco, Italiano do Miaco a 7 d'Abril de 1578 
annos.（「1578年日本年報」）。邦訳は「1578年 4月 8日付、都発信、オルガンティーノの書翰」：『十
六・七世紀イエズス会日本報告集』Ⅲ-5、76-77頁。 




(39) 「1584年度日本年報」：「1584年 9月 3日付フロイス書簡」『イエズス会日本報告集』Ⅲ-6、249頁。 












(46) 「1551 年 9 月 29 日付コスメ・デ・トルレス書簡」：『イエズス会日本書翰集』訳文編之一、下、15
頁。 






































ンテ洞院（1540 頃-1609）によって 1580 年頃に確定されたようである（チースリク『キリスト教教
理書』、484-485 頁）。この時期には府内や臼杵で本格的な修練院が相次いで創設されており、イエズ
ス会への入会にあたっては「霊操」が必須になっている。したがって、イエズス会が信徒たちに「霊
操」を課した意図は、彼らに「御大切」というデウスとの相愛の概念を理解させるところにあったと
考えられる。 
(74) 『日葡辞書』には「Taixet（大切）」が「愛」の意として対照されており、ポルトガル語の“Amor”
を示すことが記されている。 
(75) 『どちりいな・きりしたん』：海老沢有道他編著『キリシタン教理書』、教文館、1993、185頁。 
(76) 『宗教改革著作集』13、474頁。鈴木宣明『中世ドイツ神秘霊性』（南窓社、1991）も参照した。 
(77) 同、474頁。 
(78) チースリク「宗教思想史からみたバレト写本」『キリシタン研究』7、吉川弘文館、1962、70頁。 
 
（はざま・よしき 京都光華女子大学非常勤講師） 
